
  

 統計史上初めて六月末に梅雨が明け、七月の初めから、強烈な陽射しと高温の風とが突然眼の前に現れ、熱中

症にならないか身の危険を感じています。梅雨の名残の薄い雲の上を、真っ白な入道雲がいくつも重なり合っ

て、空高く伸びている景色が見えました。早い真夏の到来のようですが、皆様、お元気でお過ごしでしょうか。 

毎年、夏の熱中症対策について、テレビやネットなどで四六時中、注意喚起がなされ、①不要な外出を控え

る、②部屋のエアコンを利用して涼しくすごす（室温は 28度以下）、③こまめな休憩と十分な水分補給で脱水

症状を防ぐ、④汗で失った塩分を塩飴、味噌汁などで補給する、などの対策はすでに当たり前になりました。 

皆さんもご存知の通り、環境省の熱中症予防情報サイトでは、気温、湿度、風の有無などの総合判断で熱中症

のリスクを数値化した「暑さ指数（WGBT）」を基準に、日常生活における活動の危険度を、＜危険、厳重警

戒、注意、ほぼ安全＞に分類して、各都道府県ごとに毎日公開しています。特に、当日と翌日のWGBT予測値

が 33 以上の場合には熱中症警戒アラート、翌日の WGBT 予測値が 35 以上の場合には熱中症特別警戒アラ

ートが発表されます。（昨年から運用の特別警戒アラートは、まだ一度も発表されたことがありません。） 

警戒アラートが出る猛暑日の外出時の熱中症対策として、最近ではいろいろなグッズの利用が紹介されてい

ます。例えば、「大阪・関西万博の熱中症対策」で、通販サイトを調べてみると、冷却スプレー、冷却シート、

クールネックリング、手持ち扇風機、冷却プレート付きファン、魔法瓶構造の氷のう、冷感タオル、冷感スカー

フなどの商品がありますが、これらを使用する際の注意点としては、体の一部分だけが冷えたことによる満足

感だけが得られ、体内温度を冷やすことを忘れてしまうと、熱中症の危険性がかえって高くなるそうです。 

熱中症対策の要点は、①高温、多湿の環境下で、汗で失われた水分と塩分をまず補給する、②発汗による体温

調整が困難で高体温の場合に、太い血管が皮膚の浅い部分に走行している首、脇の下、足の付け根を冷やす、体

から熱を逃がすため、軽装に水をかけて冷やす、頬、手のひら、足の裏を冷やすことも有効とさています。 

今年の夏は水びたしの冷却ポンチョと呼ばれる商品を被って、夏の万博に挑戦してみたいと計画しています。 

きた歯科だより 
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～Vol.18２ あなたの生活に役立つ情報が満載のきた歯科医院だよりです～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  



  



   


